
 

 

【おそれ情報資料】石油系資材ウォッチと労務需給の最新調査結果を公表します 

一般財団法人経済調査会は、改正建設業法で工事受注者による「おそれ情報」の契約前通知が義務化されたこ

とを踏まえ、関係資料を提供している「おそれ情報特設サイト」において、最新の石油系資材の価格動向(石油

系資材ウォッチ)と労務需給の調査結果を以下の通り公表いたします。このたびの資料により、石油系主要資材

価格の動向や、各種工事の労務需給などの最新情報をご確認いただけます。 

【公開日：6月 17日】積算資料 7月号（6月 19日発売）の調査結果に基づき、原
油価格上昇に伴う建設資材への主な影響を臨時速報するレポート「石油系資材ウォッ
チ」を「おそれ情報特設サイト」にて 6月 17日に公開いたしました。 
【概況】最新の 6月調査では､主な石油系資材 18品目のうち断熱材(+15.6%)、構
造用合板(+10.8%)、硬質ポリ塩化ビニル管(+12.8%)など 7品目が、原材料コス
ト高騰などを背景に前月比で上昇した。米イラン停戦合意でホルムズ海峡封鎖解除が
見通されるが、中東産原油の供給正常化には不透明感も強い。先行きも 10品目が
「強含み」となっており､引き続き､資材調達コストと工事費への影響が注視される。 

【公開日：6月 18日】2026年 5月の調査結果に基づき「建築・設備工事」と「土
木工事」の最新の労務需給状況を 6月 18日に公開します。「おそれ情報特設サイ
ト」では調査結果の概要をとりまとめたサマリー版も公開いたします。 
【概況】建築・設備工事の労務需給の全国平均値は前回調査からほぼ横ばいで推移し
ているが、建築躯体工種で大都市圏を中心に緩和傾向も見られる。設備工事は依然
「やや逼迫」が継続し、先行きは 6工種全てで逼迫値が上昇する見通し。一方、土
木工事の主要 6職種は「やや不足」での推移が続いており、今回の調査では鉄筋工
の不足感が高まっている。先行きも主要 6職種は「やや不足」が継続する見込み。 

今回の資料公表は、主要な「資機材」や「労務」に関する価格高騰や供給不足・遅延といった「おそれ情
報」に関する情報提供の取り組みの一環として実施いたしました。当会の「おそれ情報特設サイト」では、今
回公表した上記資料のほか、「積算資料 建設資材価格指数」や「積算資料速報レポート」などの資料もダウ
ンロードすることができます。ぜひ、ご確認いただき、最新の情報をご活用ください。 

【おそれ情報特設サイト URL】 

https://www.zai-keicho.or.jp/service/build/riskinfomaiton/ 
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おそれ情報特設サイトを随時更新しています 

おそれ情報特設サイトに関するお問い合わせ先 

今回の公表内容 

Ⅰ．石油系資材ウォッチ：硬質ポリ塩化ビニル管や断熱材が上昇､先行きも10品目が強含み。 

Ⅱ．労務需給調査：設備工事の逼迫傾向続く。土木工事は鉄筋工の不足感が高まる。 
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